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ウィル 9 階' 民芸風の造りで 
しかも都会的に i された「庄 
屋」は、ピ—ク時には列をなし 
て待ち客がいるほどの人気。 

女性客が案外と多く - T レディ 
スサイズ」はお店の心つかい。 

•大衆酒塌ひげの銀月 
南口を市役所方向に歩いて左 
側。ほとんどのオツマミが 
〇円といぅ安さはやはり@力" 
特におすすめ品は「煮込み」で 
量、味ともに満点。 

#田舎酒屋ほぅさく 
南口&^通りにある。腰をか 
がめて小さな障子をあけると' 
由辰家の土間をおもわせる造り" 
「ほうさくビザ」に生ビ ー ルが 
牵再なハ—モニ—"ふるさとの 
香りゆたか。 


ホ—ルの雰囲気マ>テンの店で 
ある。売り物は「特製ハンパ—グ」 
で、昼の定食が380円という 
のも魅力的。立川郵便局隣。 



#炉ばた焼き玉河 



北口、郵便局の何軒か先に本 
格^ばた焼き「玉河」がある。 
二階がいい。民芸風の造りで落 
ちついた感じが酒場の気分を盛 
りあげている。黑ナマを飲ませ 
る立川唯一の店ではないか。「通」 
のあなたにおススメの店。 


•ビザパ ー ラシ H — キーズ 
20種類のピザと生ビ—ルはこ 
の店が誇りとするメニユ I 。セ 
ルフサ—ビスのオープンな！^® 
気も人気のようだ。ピッチヤ I 
サイズ{小4杯 S の生ビ—ル 
で楽しい語らいを！ 



_ビヤレストラン武蔵野 

生ビ—ル接タンクから注 
いでくれる。天井も高く、ビヤ 





ビ I ルガおいしい立川の街 


泡が夜風にゆれて いる。 
夏の風物詩はガーデンに 


• 立川ニュー東京 
ウイルビヤガーデン 



_立川一^閣 

8 月 18 白まで「納涼バイキン 
ダ生ビ—ルまつり」がおこなわ 
れ"人気を集めている。夕方 S 
時まで、大人 Co、m CJ Q 円、 
小$生—、80 0円。料理はぅ 
まいし、生バンドはつくし。盛 
夏、 i 飲の価値あり" 

要予約電話 §!?1 


ステ—シ3ン.ヒル「ウイル」 
の！階で"夏の夜風をうけて 
のイツパイは' もう『風物詩」 
に近い。多摩の夜景がこれまた 
美しく望める、多分、_づれ 
がちらほら見えるのもこの辺に 
あるのだろう。 

ビデオ スク リ—ンで 
も楽しめる □ S 月からはフラダ 
ンスもあるよ。 

熱帯夜が続く昨今、 i そろ 

つての夕涼みにも。 



#高島屋ビヤガーデン 
立川二大ビヤガ！デンのひと 
つ P ショツビングのあとに気軽 
るに立ち寄るのか" E 曜などは 
家變らんの風景がみられる。 
子供にはトロピヵルドリンクが 
うけているとか。「大人のたまり 

場」というィメ ー ジはもう古い。 


それぞれの 店、 それぞれの 
工夫。味わえば生ビール 


H 文銭 

北口、駅道路ぞいに今年の五 


は^®と大好評。 

料理がビールをひき立て' ビ 


月1|文錢」が才|プンした。 j ルが料理をひき立てる夏のダ 


店内の明るいム I ド"料理も豊 
富で特に新鮮な魚介類の盛合せ 


ィゴ味を立川で味わえる、ぅれ 
しいねえ。 


なぜか、エトランジェの 
ム—ドが立川にあったり 


工夫。 味わえば生ビー 
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☆9 訪まつり 

伝統ある*訪まつリが今月 24 、 
25 、 26 日におこなわれるミお SI 
W さま， は平安時代の初めより 
今に ft く由緒ある神社。奉納さ 
れる獅子籤は、元袪年 W より柴 
崎町、富士見町地区の氏子に伝 
えられてさた、立川市の無形文 
化财である。 

奉納相換も人気のひとつ。も 
ちろん、夜见世、見世物小屋も 
多数でにざやか。〃立川の夏，に 
は欠かせないI大ィベントにな 
つてきた， 

☆夏休み学習室 
琯題、レポ—卜、統書は冷房 
完僱の「学習室」でと、ぅれし 
い呼びかけ" 

7 月 21 日丨 8 月 31 日 (第 2， 
第4水曜日は休館) まで、^ < 
公民館、高松公民館、砂川公民 
館で。 

弋戰争を語リつぐ , 84展示 

中央公民館で、8月4日まで 

開かれている U また「戦争を語 

りつぐ #. い J は、8月5日午後 

|畤30分から4時まで、同じく 

中央公民館で ■ 

V 映面会のお知らせ 


後子で夏休みのひと時、映 (B 
を楽しみませんか。 

「三年*太部/ぼくらの秘密探 
偵団/ 〇〇月4日、午前|0**と午 
後2時高松公民館で。 

「おば搶て山の月」「わんばく* 
王たいじ/8月24日、午前10時、 
砂川公民館で：また午後2時に 
は幸分館で： 

立川の «• さ1と^ 
に尜んで四八年にな 
ります。真如苑で a 
舌さまに，より 一^ 

ご理解を深めて T « け 
n ばと，私どもの W 
舎のご案内など^涌 
を急いでおり—す” 

ご期待ください • 

.• r 「ブレ—メンの音楽隊 j 公演 

«団飛行躲公演のマスクミユ 
—ジカル。 

新しいお話で、楽しさいつぱ 

いのミユ—ジヵルが立川へやつ 

てくる。グリム童話より、脚本 

が若林|郎、音楽はいずみたく。 

8月 26 日、午前||畴と午後 2 

時。立川市民会館大ホ—ル" 


「ょぅこそ、協和へ」 
街角から/ 
笑顔のごあいさつ 


いつちこいつしよ 

八 to 協和銀行 


亡第九合%団負募集 

ベ—卜—べンの「第九」には 
•人間*があります、'*:,があ 
ります、*®動の添，があります。 

推でも参加できます。 

音3§がょめなくても、合唱経 
驗がなくても"わずか4か月の 
努力で「第九」はぅたえるょぅ 
になります。 

問い合せ先 「111多摩第九含 
唱団準儀会」へ。 


S 


了76— 


☆立川点字サ—クル 

ボランティア活勤に#加しま 
せんか 

立川点字サ—クルは' 毎月 第 
I と 第 3 木曜日、 午後—時 30 分 
から 3 時までです" 


SE •い合せ先 


) ——371 


1735 、星妙子さんまで U 
立川伝首板」へ伝曾を！ 
この傾は、立川に間するあら 
ゆる情報の交換のために設けら 

れました。サ—クル活動、同菜 

会' バ—ゲンセ—ル、めずらし 

い人物 58 介、 名物 先生' ボラン 

ティア活動などなど「えくてび 

あん 01集 工房」まで" 


毎年、この頃になると、掃省 
ラッシュが話«|をさらう。 

お盆—お盆は、 JE 月と鼓び日 
本人の二大*搴として、広く庶 
民の生活に*透している。 

ところで、このお盆、 JE 式に 
は孟簡盆会というのをご存知だ 
ろうか？ 

孟籣盆とは梵語のウランバナ 
《UI 一 ambana) の音写で、倒®と 
いい、さかさに吊されるような 
はげしい苦痛を意味するという" 
in 盆会の起リは、遠く釈尊 
の弟子のI人、目蘧尊者が、餓 
鬼道におちて、この倒®の苦痛 


にあえぐ亡母を救ぅため釈尊に 
ft いを求めた事に由来する U 
このことは sii 盆経といぅ経 
典の中に»しく記されている。 
また、日本における盆会 


お盆 


の歴史を調べてみると"斉明天 
S 三年{六六三年)にはすでに 
行われており、やがて*町畴代 
には、灯蘸流しや大文字焼きな 
どの行事がおこる"また庶民の 


間にも、稍 S 祭が行われるよぅ 
になリ、今日の*お盆，につな 
がつていることがわかる。 

迎え火をたさ、供え物と同じ 
ものを食べて"祖*とともに通 
ごすこのお盆。かつて、目*0 
者に•汝の孝養の心だけでは、 
亡き母を救ぅことはできない。 
三宝{仏•法•備)に供養し、 
その力にすがりなさい♦と說か 
れた釈尊の教えを想い、お盆を 
考えるの もよ ろしいのでは？ 

そういえば、夏の風物詩であ 
る盆踊り、救われてゆく先祖の 
歓びの姿を表現しているとか。 


立川ブロムナ—ド 


根川公園 

立川 IR の南□をまっすぐ多摩川 
に向って歩いて十五分-立川バィ 
パスの手前にあおあおとした緑地 
* がつづく遊歩通がある： 

その遊步道 G 中を根川が觯かに 
洸れている、ここは根川公[1。 

琴平搆から市民ブ—ルまで約I 
キロを歩いてみると«川に沿つて 
桜やコブシ、 H ンジユなどの樹木 
が茂り、小IIがエサをついばむ光景 
にもであう。昔はこの小川に♦ホ— 
卜をうかべて遊んだというが、も 
うそのおもかけはない U ただ静か 
な31最だけは S: つていない。今も、 
季節の花が咲き乱れ心をなごませ 
てくれる。ベンチにこしかけ弁当 
を広げる入、^話をはずませる夫 
婊、根川で水遊びを楽しむ子供も 

目につく'* 

日曜でもあまリ人は多くないの 
でぶらつとでかけるにはいい。も 
う少し步くと、車の流れの多い甲 
州街道にぶつかる，•その手前にそ 
の騒音がうそのような静かなたた 
ずまいの埸所がある U 下水処理場 
の！ i りに位Xするそこは、I面" 
芝生がしきつめられ、全身なげだ 
して*ころびたい思いにかられる。 

特かにいろいろな事を考えなが 
らI人黙して歩くのもたまにはい 
い e 音も今も変らず根川だけは醉 
かにそこを流れている- 

S 

第 IB 

立川市の木は何でしよう？ 




Bw 29 ft の OL。 いまだにいい揉 
较にめぐまれません。母も「緣速い」 
と誰かれとなく言いふらしている始末 
です。気が M い毎日で"そういう自分 
がイヤになつています J4SJS 子) 

つじう じしない、 

生が〃婚期，ですもの。 


薹えおばちやまだつて、結！ a した 
のは32歲だつたから、世間の♦適齡期， 
といぅことからいえば、ずつとおくれて 
たわけね。でもね、おばちやまは気おく 
れしたり、焦つたりしたことはI度もな 
かつたわ， 

今とちがつて、おばちやまの時代に焦 
らないなんていうとウヌボレがつよいよ 
うに思われちやうけど、自分の体験から 




，みつくせない蝶の魅力 


® ひのさ®けやき®なら 

{正解は9月号) 


アサギマダラ、モンキアゲハ、 
ツマキチョウ"ウスバシ □ チョ 
ウ、ジャコーアゲハ……、野口* 
次さんのお宅(栄町三丁目)には、 
玄間といわず、居間といわず、 
応接 W といわずズラッと搽々が 
その美しさを妓うかのように鼓 
んでいる。ざつと90棰、千三百匹" 
「うちは|桠跋の数はそろつて 
いる方かもしれないですが、 w 
a としては少ない方です1- 
奥さんの幸子さんがケンソン， 
うちといつているように、一家 
そろつてのホビI。奥さんが運 


転' ご主人が助手席' 二人のお 
子さんがうしろの席。 

■» 私がI番先にみつけるんです、 
たいてい•主人と子供たちが追 
いかけて……」 

長畀の撤也君(30*)が中学 
生の頃にI番採集できたという 
から"昨日今日のホビ—ではな 
い。そして今や、次男の浩司君 
(14嫌)が捕獲技術で一番とか。 

n レクシ9ンを眺めていると 
•天然の美*に酔いそう。野 Q 
さん|家は史に深い美を求めて 
今年の1:もまた-〇 


言わせてもらうと、なんでもいいから慟 
いてることね。その場合' 給料がいいと 
か想いとかにこだわらないで、自分の好 
きな仕事をすることね n 

好きな仕事をして、自分の望む程度の 
楽しい生活をしてましたからね、結墦が 
** だとは思つていなかつたのねまし 
て"今日のょうな時代ですもの、|生が 
'婚期，だといつてもいいんじやない。 

この時代に•緣逸い•なんてコンブレ 
ックス®じる必要、ぜんぜんない•自分 
の仕事をもつていれば、好きな男がでて 
こなくても、一生ひとりでもいいんです 
ものね。「自分で生き、自分を*う J これ 
は男女をこえた人間本来の生き方じやな 
いかしら2遴齡期♦なんて迷倍にまどわ 
されないこと、しつかり生#ていつてち 
ようだいね。 


••，集宝/一 

• 立川市にもタウン誌が全くな 
かつたわけでは、ない。が、志 
なかばにして消えていつた、先 
輩たちのテツをふむか、ふまぬ 
か"とにもかくにも我が♦えく 
てびあん号♦は錨をあげた、帆 
を强つた •• それにしては、ワ 
ラ半紙大の紙を四ツに折つただ 
けのものでとも呼べない 
のではないか。そぅケゲンな顔 
をなさるな、世は「转薄短小 j 
まつ さかりである。いい記事を 
少しだけお屆けする、これが昭 
和六十年を迎えんとする日本雑 
誌界のア♦ラ•モ—ドであろぅ。 
• 「えくてびあん」とは「嫌い 
て下さい j (Listen to me) のフラ 
ンス語とか"誰かスペルを教え 
てくれぬだろうか。 


(■ A :- W 木管司 

9中的價餐 
<$) 天 Ify . 実 


身 • FmfJteft 柱子！！川 
矢！^ tlc 山田五0 

義治 


幸 j» 子 

K 墓！！ 
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